
京
都

市
の

お

金

の

事

情

そ
し
て
７
月
―

経
営
者
や
学
識
者
、
市
民
公
募
委

員
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
業
種
や
世

代
の
委
員
で
構
成
す
る

「
持
続
可

能
な
行
財
政
審
議
会
」
を
設
置
。

審
議
会
は
、
市
民
に
公
開
。

活
発
な
議
論
が
行
わ
れ
、
厳
し
い
指
摘
も
続
々
―

各
委
員
は
、
責
任
を
持
っ
て

意
見
を
述
べ
ら
れ
る
よ
う
、

市
の
特
徴
や
課
題
を
徹
底
的

に
分
析
。

９
カ
月
に
わ
た
る
議
論
を
経
て
、

意
見
を
取
り
ま
と
め
た
答
申
が

市
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

昨
年
春
、
い
よ
い
よ
厳
し
く
な
っ
た
市
の
財
政

続
き
は
２
・
３
面
で

数
値
化
し
た
資
料
を

出
し
て
く
だ
さ
い

こ
ん
な
に
厳
し
い
ん

で
す
か

こ
の
分
析
は
甘
い

収支バラ ンスの

不均衡

将来世代への

負担の先送り

財源不足

市職員 

京都京一

持
続
可
能
な
財

政
を
確
立
し
、

京
都
の
魅
力
を

未
来
に
引
き
継

ぐ
た
め
に
は
、

多
様
な
意
見
が

必
要
だ
！

「 ワク チン 接種のために必要」 と 、 金銭を だまし 取ろ う と する 電話が相次いでいます。 市が
電話などで、 接種のための金銭を要求するこ と はあり ませんのでご注意く ださ い。
また、 デマなどの誤っ た情報も あり ますので 、 疑問があればコ ールセンタ ー（ ☎ 950-0808）
までお問い合わせく ださ い。

マスク の着用や 3 密回避、 黙食など基本的な対策に加え、

不要不急の外出と 府外への往来の自粛を お願いし ます。

 新型コ ロ ナワク チン接種を かたる 不審電話やデマに注意！

まん延防止等
重点措置適用中！

7面

モナカショ コ ラ 詰め合わせ

市
民

き
ょ
う
と

令
和
３
年

第
９
４
９
号 １

日
月
５

今月のプレゼント

●

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
伴
い
、

掲
載
内
容
は
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●

掲
載
記
事
・
施
設
の
情
報
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
も
閲
覧
で
き
ま
す
。

視覚に障害のある方を対象に点字版・ 文字拡大版・ テープ版・ Ｃ Ｄ（ デイジー）版も 発行。  【 問合せ】 広報担当（ ☎222 -3094   FAX213-0286）
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市
で
は
、
こ
の
答
申
を
基
に
、

今
後
5
年
間
の
集
中
改
革
期
間

を
は
じ
め
と
す
る
財
政
運
営
の

目
標
と
具
体
的
な
取
り
組
み
を

盛
り
込
ん
だ

「
行
財
政
改
革
計

画

（
案
）
」
を
作
成
。
作
成
後

速
や
か
に
、
皆
様
か
ら
の
意
見

を
募
集
し
ま
す
。
引
き
続
き
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

使
用
料
が
低
い
と
い
う
こ
と
は
、
不
足
す

る
運
営
費
を
、
施
設
を
使
用
し
て
い
な
い

多
く
の
人
の
税
金
で
補
っ
て
い
る
と
い
う

こ
と
。
受
益
者
と
受
益
者
以
外
の
負
担

の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

水
準
を
改
め
な
い
と
施
策
を
続
け
ら
れ
な
く

な
る
の
で
は
な
い
か
。
敬
老
乗
車
証
は
、
過

去
に
も
見
直
し
の
議
論
が
な
さ
れ
て
お
り
、

早
急
に
対
応
す
べ
き
。

高
水
準
の
取
り
組
み

が
職
員
数
や
人
件
費

に
も
影
響
し
て
い
る
。

施
策
の
選
択
と
集
中

を
ど
う
進
め
る
の
か

を
議
論
す
べ
き
。

主
要
分
野
ご
と
に
分
析

現 

状

答 

申

答 

申

答 

申

現 

状

現 

状

　
高
齢
化
が
進
む
一
方
、
支
え
手
と
な

る
若
年
層
は
減
少
。
他
都
市
と
比
べ
て

も
そ
の
傾
向
は
顕
著
。
ま
た
、
福
祉
分

野
を
中
心
に
、
財
源
以
上
の
独
自
事
業

や
国
基
準
を
上
回
る
事
業
な
ど
を
実
施

し
て
い
る
。

　
今
後
、
昭
和
40
～
50
年
代
に
か
け

て
整
備
し
た
公
共
施
設
の
更
新
時
期

が
一
気
に
到
来
し
、
多
額
の
経
費
が

掛
か
る
見
込
み
。
投
資
事
業
は
徹
底

的
な
選
択
と
集
中
が
必
要
。
公
共
施

設
も
そ
の
必
要
性
の
検
討
を
要
す
る
。

　
平
成
19
年
度
か
ら
、
人
件
費
を
270
億
円
（
約

３
千
500
人
）
削
減
。
し
か
し
、
い
ま
だ
他
の
政

令
市
と
比
べ
て
171
億
円
多
く
、
民
間
企
業
な
ど

へ
の
委
託
費
は
低
い
。

●
国
基
準
を
上
回
る
施
策
な
ど
を
持
続

　

　 可
能
な
も
の
に
す
る
た
め
の
見
直
し

　
社
会
情
勢
の
変
化
な
ど
に
合
わ
せ
て
、
独
自

事
業
を
適
切
に
見
直
さ
な
か
っ
た
こ
と
が
、
収

支
バ
ラ
ン
ス
を
崩
す
要
因
に
な
っ
て
お
り
、
受

益
と
負
担
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
る
た
め
の
見
直
し

が
不
可
欠
。

【
見
直
し
を
検
討
す
べ
き
事
業
】

　
国
基
準
を
上
回
る
も
の
や
多
額
の
経
費
で
実

施
し
て
い
る
独
自
事
業
。
特
に
、
従
来
か
ら
在

り
方
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
も
の
や
他
都
市
で

実
施
さ
れ
て
い
な
い
も
の
。

例

：

敬
老
乗
車
証
制
度
、
国
民
健
康
保
険
料

の
負
担
軽
減

●
投
資
事
業
総
額
の
抑
制

　
ま
ち
の
活
性
化
や
税
収
増
に
つ
な
が
る

事
業
は
進
め
つ
つ
、
緊
急
性
・
費
用
対
効

果
な
ど
を
検
証
し
、
経
費
を
調
整
す
べ
き
。

●
施
設
総
量
の
縮
減
・
使
用
料
の

　 適
正
化

　
人
口
減
少
や
民
間
施
設
の
状
況
な
ど
の

社
会
情
勢
を
踏
ま
え
、
施
設
の
総
量
を
縮

減
。
ま
た
、
使
用
料
の
改
定
な
ど
受
益
者

負
担
を
適
正
化
す
べ
き
。

●
民
間
活
力
の
導
入

　
民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
や
資
金
を
活
用
し
た
効

率
的
な
施
設
運
営
や
事
業
の
推
進
が
必
要
。

●
人
件
費
の
抑
制

　
人
員
削
減
や
事
務
の
見
直
し
を
進
め
、
人
件
費
を

計
画
的
に
縮
減
。
他
都
市
と
の
差
を
解
消
。

●
民
間
活
力
の
活
用
や
デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進

　
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
業
務
量
軽
減
の
両
立
に

向
け
、
民
間
活
力
の
積
極
的
な
活
用
と
デ
ジ
タ
ル
化

な
ど
の
効
率
化
を
推
進
す
べ
き
。

そ
の
１

そ
の
2

そ
の
4

社
会
福
祉

公
の
施
設
、

　
投
資
的
経
費

人
件
費
・
業
務
の
効
率
化
、

民
間
活
力
の
活
用

※
こ
の
他
の
答
申
や
主
な
意
見
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
。

若
年
層
の
市
外
流
出
を
止
め
る
に
は
、
自
分

の
経
済
力
で
買
え
る
家
が
あ
る
か
、
子
育
て

が
し
や
す
い
か
と
い
う
観
点
で
、
他
都
市
に

負
け
な
い
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
環
境
が
必
要
。

答 

申

現 

状

　
市
民
一
人
当
た
り
の
市
税
収
入
が

他
の
政
令
市
平
均
よ
り
も
少
な
く
、

人
口
換
算
で
は
105
億
円
下
回
っ
て
い

る
。
ま
た
、
若
年
層
が
近
郊
都
市
へ

多
数
流
出
。
首
都
圏
や
大
阪
府
の
企

業
へ
就
職
す
る
学
生
の
比
率
も
高
い
。

●
ひ
と
と
企
業
に
選
ば
れ
る

　 戦
略
的
な
ま
ち
づ
く
り

　
文
化
・
景
観
・
観
光
・
も
の
づ
く
り
な
ど
、

京
都
の
強
み
を
活
か
し
た
財
源
確
保
策
の

推
進
。
景
観
を
守
り
つ
つ
、
地
域
の
特
性
を

活
か
し
て
土
地
利
用
の
規
制
の
見
直
し
を
進

め
、
産
業
用
地
や
オ
フ
ィ
ス
な
ど
企
業
の
活

動
空
間
を
創
出
。

　
ま
た
、
若
年
層
の
定
住
に
つ
な
げ
る
た
め

の
情
報
発
信
を
す
べ
き
。

●
課
税
自
主
権
の
活
用

　
市
独
自
の
財
政
需
要
を
賄
う
た
め
、
新

税
・
超
過
課
税
な
ど
の
手
段
を
検
討
す
べ
き
。

そ
の
3

税
収
の
増
加

９

1 1

京
都
市
持
続
可
能
な
行
財
政
審
議
会

答
申

検
索

光化学スモッ グ注意報発令時は、 外出を控えまし ょ う 。 目や喉が痛む場合は早めの受診を。
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市
で
は
、
厳
し
い
財
政
難
を
打
開
す
る
た
め
、「
持
続
可
能
な
行
財
政
審
議
会
」
を

昨
年
設
置
。
こ
こ
で
は
、
財
政
運
営
に
関
す
る
意
見
を
取
り
ま
と
め
た
答
申
の
主
な

内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

持
続
可
能
な

　

行
財
政
確
立
の
た
め
の
答
申

問
合
せ

財
政
室

☎
222
・
３
２
９
１

FAX
222
・
３
２
８
３

コ
ロ
ナ
禍
で
生
活
に

困
っ
て
い
る
方
に
は
、

十
分
な
配
慮
が
必
要
。

一
方
、
改
革
を
加
速
さ

せ
る
こ
と
も
必
要
で
、

こ
の
２
つ
の
バ
ラ
ン
ス

が
重
要
。

財
政
運
営
は
、
市
民
が
収
め
た
税
金
な
ど
を

ど
う
配
分
す
る
か
と
い
う
こ
と
。
な
の
に
、
な

ぜ
収
入
以
上
に
支
出
が
で
き
る
の
か
。

借
金
を
抑
制
し
な
け
れ
ば
、
将
来
的
に
財
政

運
営
が
行
き
詰
ま
る
と
い
う
認
識
が
足
り
て

お
ら
ず
、
財
政
運
営
を
厳
し
く
進
め
て
こ
な

か
っ
た
こ
と
は
率
直
に
反
省
す
る
べ
き
。

市
の
財
政
を
分
析

現 

状

答 

申

●
収
支
バ
ラ
ン
ス
の
不
均
衡
と

　 将
来
へ
の
負
担
の
先
送
り

　
市
で
は
、
昭
和
の
時
代
か
ら
国
や
他
の
政
令
市

の
水
準
を
上
回
る
福
祉
な
ど
の
独
自
施
策
を
積
極

的
に
実
施
。

　
社
会
情
勢
の
変
化
に
応
じ
た
見
直
し
を
行
わ
な

い
ま
ま
、
不
足
す
る
財
源
を
、
借
金
返
済
の
た
め

の
積
立
金
の
計
画
外
の
取
り
崩
し
な
ど
で
補ほ

塡て
ん

。

　
負
担
を
将
来
世
代
に
先
送
り
す
る
禁
じ
手
を
使

い
続
け
て
き
た
た
め
、
借
金
の
返
済
負
担
が
重
く

な
り
、
財
政
を
圧
迫
。

●
借
金
返
済
の
た
め
の
積
立
金
の
減
少

　
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
、
収
支
バ
ラ
ン
ス
の
不
均
衡
が

急
拡
大
。
至
急
、
対
策
を
進
め
な
け
れ
ば
積
立
金

が
枯
渇
し
、
財
政
再
生
団
体
に
。
そ
う
な
れ
ば
、

市
独
自
施
策
な
ど
の
休
廃
止
は
避
け
ら
れ
ず
、
市

民
サ
ー
ビ
ス
の
水
準
は
一
気
に
低
下
す
る
（
国
保

料
３
割
値
上
げ
、
保
育
料
４
割
値
上
げ
な
ど
）。

①
持
続
可
能
な

　

　 行
財
政
の
確
立

　
借
金
返
済
の
た
め
の
積
立

金
の
計
画
外
の
取
り
崩
し
な

ど
、
将
来
世
代
へ
の
負
担
の

先
送
り
を
早
期
に
解
消
。
財

政
健
全
化
へ
の
道
筋
を
３
段

階
に
整
理
。

　
即
効
性
の
あ
る
改
革
を
進

め
、
ま
ず
は
財
政
再
生
団
体

へ
の
転
落
を
回
避
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
（
ス
テ
ッ
プ
1
）
。

　
さ
ら
に
、
高
齢
化
な
ど
の

社
会
情
勢
の
変
化
も
見
据

え
、
中
長
期
の
改
革
を
推

進
。
京
都
の
強
み
を
生
か
し

た
税
収
を
増
や
す
ま
ち
づ
く

り
や
、
国
や
他
の
政
令
市
の

水
準
を
上
回
る
施
策
の
見
直

し
な
ど
に
よ
り
財
政
構
造
を

改
善
す
る
必
要
が
あ
る
（
ス

テ
ッ
プ
2
・
3
）
。

②
財
政
運
営
の
目
標
設
定

　
積
立
金
残
高
の
数
値
目
標
や
改
革
の

規
模
を
明
ら
か
に
し
、
財
源
捻
出
必
要
額

を
設
定
。
ま
た
、
景
気
悪
化
な
ど
に
よ
る

急
激
な
収
支
悪
化
が
あ
っ
て
も
積
立
金
残

高
を
維
持
で
き
る
よ
う
に
、
必
要
額
は
臨

機
応
変
に
修
正
す
べ
き
。

③
改
革
の
進

し
ん
ち
ょ
く捗

管
理
な
ど

　
積
立
金
残
高
や
改
革
状
況
を
管
理
し
、

改
革
を
強
力
に
進
め
る
た
め
の
体
制
を
構

築
。
ま
た
、
予
算
編
成
の
方
法
を
改
め
、

事
業
の
妥
当
性
を
し
っ
か
り
と
検
証
し
、

抜
本
的
な
見
直
し
な
ど
を
推
進
す
べ
き
。

④
市
民
へ
の
情
報
発
信

　
全
職
員
が
危
機
意
識
を
共
有
し
、
市

民
理
解
を
得
る
努
力
を
重
ね
る
こ
と
が
不

可
欠
。
厳
し
い
財
政
状
況
に
つ
い
て
説
明

責
任
を
果
た
し
、
改
革
の
必
要
性
や
目
指

す
未
来
像
を
市
民
に
発
信
す
べ
き
。

⇐ ⇔

目
前
に
迫
る

積
立
金
の
枯
渇
を

回
避
す
る

 

墜
落
回
避
期 

　
　
　
　

積
立
金
の
計
画
外
の

取
り
崩
し
か
ら
脱
却
し
、

収
支
不
均
衡
を
是
正
す
る

 

水
平
飛
行
期 

　
　
　
　

取
り
崩
し
て
き
た

積
立
金
を
積
み
戻
す

 
上
昇
飛
行
期 

厳

し

い

意

見

が

続

々

…

安
心
安
全
を
守
り
、
困
っ
て
い
る
市
民

に
寄
り
添
う
こ
と
が
、
自
治
体
の
一
番

の
目
的
。
そ
の
目
的
を
果
た
す
た
め
に
、

今
、
改
革
が
必
要
な
こ
と
を
伝
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

ステッ プ

1
ステッ プ

2
ステッ プ

3
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